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「農商工連携」をどうとらえるか

(室屋有宏)

昨年から地域活性化のために農業者と中小企業

者が連携する事業を国が支援する農商工連携事業

がスタートし、一般の関心も徐々に高まっている。

しかし、農業と商工業は本質的に異なる性格が

あり、両者を産業として接続する一定の「仕組

み・制度」が連携の成功には不可欠である。

農商工連携の成功事例を分析してみると、第一

に地域と結びついた明確な理念や目的、第二にキ

ーマンといえるリーダーの存在、第三に地域内部

の協力、が重要な特長といえる。

農商工連携を地域的な広がりを持った「地域イ

ノベーション」ととらえ、ビジネスとしての効率

性と地域活性化を目指す地域の協力を相乗的に取

り入れる関係構築が出来るかどうかが、農商工連

携の成否を決めるポイントである。

2009年度の内外経済金融の展望

(渡部喜智・南　武志・荒木謙一)

米国・欧州など先進国経済の悪化が新興国経済

に波及するなど、世界同時不況の様相が強まって

いる。加えて、リーマン・ショックを契機に勃発

した金融危機により、リスクマネーの供給が途絶

える事態に陥っている。こうした状況下、国内景

気を牽引してきた輸出は今後一段と悪化すること

が見込まれる。また、企業は再びコスト削減姿勢

を強めているほか、消費マインドの大幅悪化によ

って民間消費も低迷している。牽引役が不在の日

本経済は、09年度いっぱいは景気悪化が続き、本

格的な景気持ち直しは10年度以降に持ち越される

と見る。また、商品市況の大幅下落や需給悪化に

より物価は再び前年比下落に転じるだろう。

以上のように、09年度の経済情勢はかなり厳し

い状況が予想される。

2009年度の組合金融の展望

(一瀬裕一郎・小田志保)

農協貯金残高の前年比増加率は08年度には２％

台前半で推移したが、09年度には景気悪化のなか

で農家所得が伸び悩むとみられ、農協貯金残高の

伸びは鈍化する可能性がある。他金融機関からの

預け替えや年金の、農協貯金増加財源に占める割

合が大きいことから、09年度にも年金振込口座の

獲得や利用者基盤の拡大に資する取組みが引き続

き重要となろう。

住宅ローンと地公体貸付が08年度の農協貸出金

残高の増加を牽引した。09年度には、住宅ローン

では、金利先高感の後退のなかで、固定金利期間

選択型など当面の金利負担が少ない商品での競争

が強まるだろう。一方、地公体貸付では、地公体

が政府資金から民間資金への借換えを進めること

から、残高が引き続き伸長するとみられる。

農商工連携と農協

(石田信隆)

農商工連携は、農林水産業と商工業の連携を強

め相乗効果を発揮することで、地域経済の活性化

を促進すると期待されている。

しかし、現在行われている事例からみると、農

協が主体的に取り組む優れた例も出てきてはいる

ものの、それは全面的な広がりをみせるには至っ

ておらず、受身の対応姿勢も根強い。

農商工連携は、輸入食品の増加や流通の変化の

なかで、企業にとっても農協にとっても、環境変

化を乗り越えるための重要な戦略になりうる。

国産農産物価格や生産の不安定性、新製品開発

のリスクなど、連携の障害も少なくないが、長期

的な視点からの戦略と位置づけ、お互いが知恵を

出し合い歩み寄るような、「連携を育てる」姿勢で

取り組むことが望まれる。
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交流・グリーン・ツーリズムの変遷と今後の課題

(栗栖祐子)

日本では、過疎・過密問題を背景に1970年代に

交流政策が始まり、90年代初頭には中山間地域対

策としてグリーンツーリズム政策が登場し、現在

では、それらが一体的に取り組まれている。

近年の交流・グリーンツーリズムの特徴として

は、①女性・住民主体の取組みが活発化している、

②施設整備よりソフト事業が重視されている、③

人づくり・地域づくり運動として取り組まれてい

る、④国家政策として交流の位置づけが高まり、

観光が重視され始めたこと、等があげられる。

現在、各地様々な取組みが行われているが、今

後、交流・グリーンツーリズムのもつ経済効果を

いかに継続的に住民の所得に結び付けていくのか、

また、そのためにはどのような仕組みが必要なの

かを検討することが必要だと考える。

情勢判断
１　台頭の恐れが再浮上してきたデフレ

～日本銀行は09年１～３月にも追加利下げへ～

２　年明け後も景気悪化懸念強くＦＲＢは利下げ
を継続

３　経済・金融の動向

経済見通し
2008～09年度改訂経済見通し

今月の焦点
１　高齢者向け金融サービスを考える
２　住宅ローンを取り巻く最近の動き
３　金融政策の国際協調と欧州中央銀行
４　米国発金融危機に影響された大手金融

グループの中間決算
５　福岡銀行のバリアフリーへの取組みと

店舗戦略
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2009年の農業情勢の展望

(原　弘平)

2008年は世界的な穀物市況の高騰により、多く

の貧困国において食料を求める暴動が発生するな

ど、世界の農業情勢に大きな変化の生じた年であ

った。

各国の農業政策面においても、WTO交渉の決裂、

米国新農業法の成立、EUにおけるCAP中間見直

し、中国における中期的農業政策の策定等、重要

な変化が生じている。

わが国においても食料危機、食の安全性問題等

を契機に食料自給に対する議論が急速に高まって

おり、09年には「食料・農業・農村基本計画」の

見直しが予定されている。

本稿は、08年の世界の農業情勢の変化を概観し、

それらを踏まえた今後のわが国の農業政策のあり

方を考えたものである。

情勢判断
１　秋以降、急激な悪化を見せる国内景気情勢

～牽引役不在で2009年は厳しい状況続く～

２　景気後退の進行を前に米ＦＲＢは大胆な政策
採用

３　経済・金融の動向

経済見通し
2008～09年度改訂経済見通し
（２次QE後の改訂）

～実質成長率は08年度：▲0.8％、

09年度：▲0.9％へ下方修正～

今月の焦点
１　千葉銀行における障がい者雇用とサービス

体制の強化
２　金融システム安定化に挑むスイス国立銀行
３　急激に悪化する需給環境と再び浮上する

デフレ懸念
４　2008年の主な出来事

金融市場農林金融2008年12月号

農林金融2009年１月号


